25　歌論　新学異見　読解のつぼ③　センター試験演習
ここでは実際のセンター試験を意識して読解してみよう。

次の文章は、和歌を詠むうえでの心得について述べた賀茂真淵の『新学』に対して、香川景樹がその文言を引きながら持論を述べた『新学異見』の一節である。
これらの心を知らんには万葉集を常に見よ。且つ我が歌もそれに似ばやと思ひて年月に詠むほどに、その調べも心も心に染みａぬべし　（『新学』）

　案ずるに、こはアゆゆしきひがごとなり。歌は情のゆくまにまにひとり調べなりて、思慮を加ふべきものならｂねば、古に似せんとするのいとまあらんや。もしこれを似せたらんはやがて飾れる偽りのみ。また似せんとして似るべきものならんや。これを似せて似たりと思ひをらんはイいとあぢきなし。そもそも、歌の調べは、（注１）天地の中にはらまりめぐりて、知らず知らずその大御世大御世の姿をなすものなり。また、人々の（注２）生まれのままにうけ得たる調べあり。Ａそはおのおの異にして、その面の変はれるがごとし。しかおのおの異ｃなりといへども、その大御世の姿をばのがるべからず。これをしばらく（注３）機物に譬へんに、かの生まれの調べを（注４）経となし千種の思ひを（注５）緯となして、ウ天地の心のまにまに織りなすめり。時ありては（注６）上機に織出し、時ありては下機に織出す。それやがて大御世大御世の姿にして、あるは（注７）味織の錦となり、あるは（注８）荒栲の布となるも、みなかの手に任せて織成るものなり。されば、わたくしにいかんともすべきものにはあらざるなり。さかしきに移し、（注９）上れるに似せんとすとも得べけんや。もしかのいはゆるＢたをやめぶりの国ならんには、その歌もたをやめぶりならんこそはやがて天地の真実の姿なるべけれ。さらんをも、Ｃますらをぶりにならへと言ひ、また万葉に似ばやと思へなど言へるは、偽りを教へて誠を乱すものなり。あなかしこ、さる方ざまの歌をのみ年月に詠みもて来ば、知らず知らず遠きにはせて真心を失ひ、つひにはもの狂はしくｄさへなり行きて、いとど（注１０）からさへづり聞くらん心地ぞすべき。歌はうたひ上ぐる即ちに感ずるものなり。傾きてその意を悟り、たづねてその調べを知るものならんや。されば、Ｄかりにも人をして聞きまどはすべきものにはあらざるなり。今の世の歌は今の世の辞にして、今の世の調べにあるべし。
語注

1　天地の中にはらまりめぐりて=宇宙の生命活動の中に発生し、変化して。

2　生まれ=生まれつきの性質。

3　機物＝織物。

4　経＝縦糸。

5　緯＝横糸。

6　上機＝上等の織物を織るはたおりの器機。対して後出の「下機」は、粗末な布を織る器機。

7　味織＝立派な綾織。

8　荒栲＝織り目の荒い粗末な布。

9　上れるに＝時代をさかのぼった歌に。

10　からさへづり＝わけのわからない外国語。
問一　傍線部（ア）〜（ウ）の解釈として最も適当なものを、次の各群の①～⑤のうちから、それぞれ一つずつ選べ。

〈5点×3〉
（ア）　ゆゆしきひがごとなり

①　おもしろい見解である

②　許し難い思い上がりである

③　恐るべき発想である

④　とんでもない間違いである

⑤　一理ある考え方である

（イ）　いとあぢきなし

①　大して情趣がない

②　たいそう苦々しい

③　ますます興ざめだ

④　あまりに軽率だ

⑤　少しもったいない

（ウ）　天地の心のまにまに織りなすめり

①　人それぞれの天性に基づいて編み出されなければならない

②　その時代時代の世評の影響を受けて編纂されるものである

③　職人の卓越した技量に任せて織り上げられるのであろう

④　様々な状況が生み出す偶然にゆだねて編まれるものである

⑤　万物を創造した神の心のままに織り上げるようなものだ

問二　波線部ａ～ｄの文法的説明の組み合わせとして正しいものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。　〈6点〉

①　ａ　強意の助動詞　　ｂ　打消の助動詞　　ｃ　形容動詞の活用語尾　　ｄ　副助詞

②　ａ　完了の助動詞　　ｂ　完了の助動詞　　ｃ　断定の助動詞　　　　　ｄ　副助詞

③　ａ　打消の助動詞　　ｂ　完了の助動詞　　ｃ　動詞の一部　　　　　　ｄ　格助詞

④　ａ　強意の助動詞　　ｂ　打消の助動詞　　ｃ　断定の助動詞　　　　　ｄ　接続助詞

⑤　ａ　完了の助動詞　　ｂ　打消の助動詞　　ｃ　形容動詞の活用語尾　　ｄ　接続助詞

問三　傍線部Ａ「そはおのおの異にして、その面の変はれるがごとし」とは、どういうことを言っているのか。その説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。　〈7点〉

①　人の生来の性質が異なることは、それぞれの時代に独自の歌風が形成されるようなものだということ。

②　人の表情が刻々と変化するように、それぞれの時代の歌風も多面的な様相を帯びているということ。

③　人はそれぞれ顔つきが異なっているように、生まれつき備わっている調べも異なっているということ。

④　人が個性的に様々に詠んでいても、それは時代を反映する一つの鏡のようなものでしかないということ。

⑤　人の顔つきが人生を通して変化するように、歌風もその時代ごとに変遷を遂げていくということ。

問四　傍線部Ｂ・Ｃについて、本文の内容に合致するものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。　〈7点〉

①　日本の伝統的歌風である「ますらをぶり」と「たをやめぶり」双方について、理解を深めることが大切だ。

②　「たをやめぶり」が日本における本来の歌風なので、そこから外れるような歌を詠むことは慎むべきだ。

③　歌を詠むにあたっては、まず「ますらをぶり」を学び、そこから独自の歌風を確立していくことが重要だ。

④　「ますらをぶり」は古めかしく、真似をして詠むことは困難なので、もう少し平易な歌風に倣うのがよい。

⑤　「たをやめぶり」の気風を持つ日本において、「ますらをぶり」の歌風を取り入れることはそぐわない。

問五　傍線部Ｄ「かりにも人をして聞きまどはすべきものにはあらざるなり」とあるが、それはなぜか。その説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。　〈7点〉

①　歌はその時代の世相を反映するものであり、同時代に生きる人々が共感しながら詠み味わうべきものであるから。

②　歌はいつの時代にあっても真心を込めて詠むべきものであり、人々は和歌の修辞よりもその本質を重視しているから。

③　歌は時代の風潮に迎合することなく、歌人それぞれの感性に基づいて気持ちのおもむくままに詠むものであるから。

④　歌はその歌題をあらかじめ下調べして詠むのではなく、当意即妙にその時代の流行を詠み込むところに趣があるから。

⑤　歌はその時代の言葉で詠まれたものであり、熟考して理解するのではなく、心で直にその世界を感じ取るはずのものだから。

問六　本文の論の展開と表現に関する説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。　〈8点〉

①　『万葉集』を学ぶ必要性を説く『新学』の一節を紹介した後に、優美で繊細な詠みぶりを重視する持論を紹介し、歌人として技量を上げるには双方の考えを取り入れることが大切だと結論づけている。

②　『新学』と見解の相違があることを表明した後、機物のたとえを用いて、和歌の何たるかを効果的に説明して『新学』の批判を行い、さらに和歌のあり方についての持論を、再度強調して述べている。

③　和歌のあり方について『新学』が示す見解に異を唱える立場を表明した後、持論とは対立的な用例を『新学』から引用し、たとえを用いながらその誤りを正し、持論の正当化を図っている。

④　『新学』との立場の違いを明示しつつも、和歌に対する真摯な態度には敬意を表し、それぞれが精神的支柱としている観念を比較しながら、自らの信じる和歌の道を究める覚悟を述べてまとめている。

⑤　『新学』の独断的な見解に繰り返し疑念を呈し、読者が『新学』を鵜呑みにすることに警鐘を鳴らした後、読者自身の日常的な事例を挙げながら、読者が持論を支持するように導いている。
【解答】
問一　ア＝④　イ＝②　ウ＝⑤　〈5点×3〉

問二　①　〈6点〉

問三　③　〈7点〉

問四　⑤　〈7点〉

問五　⑤　〈7点〉

問六　②　〈8点〉
【補充問題】

問１　「上れるに似せんとすとも得べけんや」（13行目）についての文法的説明として正しくないものを、次のア〜オのうちから一つ選べ。
ア「る」は直前にラ行四段活用動詞「上る」の已然形があるので、完了の助動詞「り」である。

イ「に」は直前に「歌」という体言を補うことができるので、格助詞である。

ウ「せ」は直前にナ行上一段活用動詞「似る」の未然形があるので、使役の助動詞「す」である。

エ「とも」は直前のサ行変格活用動詞「す」の終止形に接続する、逆接仮定条件の接続助詞である。

オ「べけんや」は漢文訓読調の文体で多く用いられ、文末の「や」は反語の係助詞である。

問２　文中の表現の文法的説明として正しくないものを、次のア〜オのうちから一つ選べ。
ア　「知らん」（１行目）はラ行四段活用動詞「知る」の未然形活用語尾に意志の助動詞「ん」の連体形が接続したものである。

イ　「（似せた）らん」（４行目）は現在推量の助動詞「らん」の終止形である。

ウ　「（ものな）らんや」（５行目）は断定の助動詞「なり」の未然形の一部に推量の助動詞「ん」の終止形が接続したものである。

エ　「（思ひを）らん」（５行目）はラ行変格活用動詞「をり」の未然形活用語尾に婉曲の助動詞「ん」の連体形が接続したものである。

オ　「（聞く）らん」（17行目）は現在婉曲の助動詞「らん」の連体形である。

問３　「さる方ざまの歌をのみ年月に詠みもて来ば」（16行目）とあるが、「さる方ざまの歌」とは、どのような「歌」か。その説明として最も適当なものを、次の①〜⑤のうちから一つ選べ。
ア　感情にまかせて調べが出来上がった、素朴な歌。

イ　「ますらをぶり」に似せて作った、力強い歌。

ウ　各時代の特徴を取り入れて推敲した、理智的な歌。

エ　その時代の言葉を用いて詠んだ、馴染みやすい歌。

オ  「たをやめぶり」の国柄を反映した、優美で繊細な歌。

問４　文学史に関する説明として正しくないものを、次のア〜オのうちから一つ選べ。
ア　賀茂真淵に師事し実証的な古典研究に業績を残した本居宣長は『古事記伝』を著した。

イ　実証主義的研究で国学の基礎を築いた契沖の代表的作品に『万葉代匠記』がある。

ウ　『千載和歌集』の編者である藤原俊成は、歌論『古来風体抄』を著した。

エ　藤原俊成の子、定家は『新古今和歌集』の編者であり、歌論に『近代秀歌』がある。

オ　物語批評が記されている『無名抄』は、藤原俊成女の作であると推定されている。

【補充問題解答】

問１　ウ
問２　イ
問３　イ

問４　オ

